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標
高
制

m
の
大
洲

⑤
大
川
・
舟
原
地
区

市
街
地
の
南
東
、
野
村
町
、
肱
川
町

に
隣
接
し
¥
御
在
所
山
の
西
に
あ
る
の

が
舟
原
地
区
で
す
。

昔
、
こ
の
地
方
を
大
き
な
竜
巻
、
が
襲

ぃ
、
ど
こ
か
ら
か
風
で
運
ば
れ
た
舟
が

こ
の
附
近
に
散
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
「
舟
原
し
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
大
洲
藩
と
宇
和
島
藩
が

こ
の
地
方
の
藩
境
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
大
洲
の
殿
様
が
峠
に
さ
し

か
か
っ
た
時
、
宇
和
島
の
殿
様
は
ま
だ

は
る
か
下
で
し
た
。
両
者
と
も
馬
を
急

が
せ
て
出
逢
っ
た
と
こ
ろ
が
藩
境
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
舟
原
は

峠
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
舟
原
地
区
に
は
十
六
坦
帯
六

十
四
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

ま
と
ま
り
が
よ
く
、
昔
な
が
ら
の
良
い

担
伝
統
が
今
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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(2) 

坤謀議長翠

3月28日に行われた平小学校校舎
落成式でのパレード

昭
和
弱
年
度
数
青
施
設
が
完
成

教
育
の
振
興
を
願
て

大
洲
市
で
は
、
市
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
H

教
育
の
振
興
と
地
域
文
化

の
向
上
U

を
図
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
と
し
て
進
め
て
い
ま
し

た
教
育
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

地
域
社
会
の
発
展
は
、
人
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
づ
く
り
の
た
め
に

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
両
面
か
ら
教
育
施
設
の
整
備
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
設
も
四
月
よ
り
使
用
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
施
設
で
の
教
育
効

果
が
期
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

ずおお広報

学
校
教
育
施
設

昭
和
五
十
六
年
度
事
業
と
し
で
、
次

の
学
校
教
育
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

平
小
学
校

新
興
住
宅
地
を
校
区
に
持
つ
平
小
学

校
は
、
児
童
数
が
増
加
し
た
た
め
に
校

大洲市民憲章

つ

大
洲
東
中
学
校

昭
和
二
十
四
年
に
建
築
さ
れ
た
校
舎

は
、
老
朽
化
が
進
み
、
生
徒
の
安
全
面

か
ら
も
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建
、
一
千
七
十
六
平
方
メ
ー

ト
ル
、
総
工
費
一
億
五
千
五
百
四
万
円

で
す
。
校
舎
に
は
、
職
員
室
、
校
長
室

保
健
室
、
更
衣
室
、
並
円
通
教
室
六
、
家

庭
科
実
習
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
野
幼
稚
園

運動公園、野球場の横に完成した
大洲勤労者体育センター

昭
和
-

A

十
二
一
年
に
建
築
さ
れ
た
園
舎

は
、
老
朽
化
が
進
み
、
園
児
の
安
全
面

か
ら
も
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
園
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
、
三
百
八
十
三
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
工
費
五
千
百
三
万
円
で
す
。
園

舎
に
は
、
職
員
室
、
保
健
室
、
保
育
室

二
、
遊
戯
室
、
湯
沸
室
、
倉
庫
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

新
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場

そ
の
他
の
施
設

社
会
的
転
換
期
に
あ
た
る
現
代
に
お

い
て
は
、
個
別
化
が
進
み
、
と
も
す
れ

ば
地
域
社
会
の
結
合
が
弱
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お

い
て
は
、
公
民
館
、
集
会
所
な
ど
を
中

心
と
す
る
H

社
会
教
育
山
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
整
備
を
順
次
進

め
て
い
ま
す
。

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー

徳
森
地
区
の
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、

児
童
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め
に
建

設
い
た
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
二
階
建
、
四
百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
工
費
六
子
百
万
円
で
す
。
一
階

に
は
、
映
写
室
、
凶
書
室
、
静
養
室
、

一
一
階
に
は
、
集
会
室
兼
遊
戯
室
、
ス
テ

ー
ジ
な
ど
カ
あ
り
ま
す
。

四
月
一
二
十
日
に
、
徳
森
保
育
所
園
児
、

平
小
学
校
児
童
、
父
凡
な
ど
の
関
係
者

百
五
十
人
が
集
ま
り
、
開
館
式
を
行
い
、

昭
和
五
年
に
建
築
さ
れ
た
講
堂
を
屋

内
運
動
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
老
朽
化
が
進
み
危
険
と
な
り
ま
し
た

の
で
新
増
改
築
し
ま
し
た
。

屋
内
運
動
場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
、
六
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、

総
工
費
八
千
五
百
七
十
四
万
円
で
す
。

競
技
場
は
五
百
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
ス
テ
ー
ジ
、
更

衣
室
、
便
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

大
洲
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

運
動
公
園
内
に
、
大
洲
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
は
、
勤
労
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

建
時
刊
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
、

九
百
七
十
八
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総

工
費
一
億
一
千
五
百
万
円
で
す
。

パ
レ
l
コ
1
ト
二
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
一
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ゴ

l
ト
四

面
が
取
れ
ま
す
。

四
月
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
使

用
料
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。
使
用
の

申
し
込
み
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
2

金
干111111メ分

政
小人

i世!JJIL¥'Hl] ，'I'，'IJJI、)

H : 30~ 600 500 12 : 00 

12 : OO~ 600 500 17 : 30 

B: 30~ 1，200 1ωo 17: 30 

17 : 30~ 
6∞ 500 22: 00 

日:30~ 1.8∞ 1，500 22: 00 

舎
を
増
改
築
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建
、
七
百
七
十
九
平
方
メ
ー

ト
ル
、
総
工
費
九
千
三
百
二
一
十
九
万
円

で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
に

は
、
普
通
教
室
四
、
資
料
室
四
、
視
聴

覚
教
室
、
特
別
活
動
室
、
会
議
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

来ヰ用f吏



ず

一 一一・・.ーー一一 一一・----_..-ー.・ーー......-一 一..~..“_..-・.-­
・・・'・・・・・';;."':"'.:-_.・--・・・・、‘・~.;;......-:~;::・ 1・・-ー.. ・~......#..........ー一 一一二ー・・・"-ー一 一ー・..一一.・.ー 一一..-一一二て・・・-"・ F一一一ご・・..，・・・崎町.;-............ー，....て一......-…......てー「向・・.......'!:::ぃト干・.・・・・・1・日一ー..・・..一一ー..-“一一.-・._.._ー・・守一 一ー・-..畠日，・ー............ー一一__....... 一一一 句_.....一一一

生活排水への配慮、を

今
年
は
「
環
境
週
間
L

制
定
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
人
聞
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
な
ど
の
自
然
を
は
じ
め

と
す
る
豊
か
な
環
境
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
守
り

育
て
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
境
週
間
し
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
一
白
た
り

と
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
H

水
H

に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

身
の
周
り
を
考
え
て
み
て
も
、
飲
み

水
、
洗
濯
用
の
水
、
フ
ロ
の
水
な
ど
、

水
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
水
の
大
切
さ
は
理
解
し

て
い
て
も
、
一
度
使
っ
た
水
の
行
方
は

と
い
う
と
、
意
外
に
関
心
が
な
い
も
の

で
す
。炊
事
や
洗
濯
に
使
わ
れ
た
水
は
、
排

水
路
を
通
っ
て
川
や
海
へ
と
流
れ
込
み

ま
す
。
こ
の
生
活
排
水
が
川
や
海
の
水

質
を
悪
く
し
、
水
中
の
生
物
の
生
息
状

態
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
悪
臭
の
原
因
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
親
し
ん
で
い
る
肱
川

の
水
質
も
理
想
の
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

おお広報

清流肱川を守るために

6月 5 自~118

環境週間

明るい市づくりにつとめる。

ん
。
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
、
汚
さ
れ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
、
肱
川
の

浄
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょト
7
か。

開
問
開
凶

無
リ
ン
洗
剤
や

洗
濯
石
け
ん
を
使
お
う

洗
濯
し
た
後
の
排
水
に
含
ま
れ
て
い

る

J
ノン
H

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
リ
ン
は
、
服
の
汚
れ
に
つ
い
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
汚
れ
を
落
ち

や
す
く
す
る
た
め
に
、
合
成
洗
剤
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

柳沢中卒の新須美子さんの肱
美化ポスター

汚
れ
を
落
と
す
た
め
の
も
の
が
、
水

を
汚
す
と
い
う
の
も
変
な
話
で
す
が
、

リ
ン
は
、
窒
素
と
並
ん
で
動
植
物
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
の
一
つ
で
す
。

こ
の
リ
ン
が
、
閉
鎮
性
水
域
(
水
の

流
れ
の
少
な
い
湖
や
内
海
)
に
流
れ
込

む
と
、
水
は
富
栄
養
化
(
栄
養
分
が
多

す
ぎ
る
状
態
)
し
、
藻
な
ど
の
水
性
生

物
が
巽
常
に
繁
殖
し
た
り
、
水
質
が
悪

化
し
て
魚
介
類
の
生
息
に
悪
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
山

か
ら
、
最
近
で
は
、
リ
ン
の
入
っ
て
い
一

な
い
合
成
洗
剤
、
い
わ
ゆ
る
H

無
リ
ン
一

洗
剤
H

や
洗
濯
石
け
ん
が
使
わ
れ
る
よ
r

う
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
糧
と
も
一
言
え
J

四
月
十
七
日
、
第
一
回
の
大
洲
市
庁

る
水
を
守
る
た
め
に
も
、
洗
濯
に
は
無
F

舎
建
設
委
員
会
が
聞
か
れ
、
設
計
案
の

リ
ン
洗
剤
や
洗
濯
石
け
ん
を
使
う
よ
う
山
検
討
を
行
い
、
捕
富
家
建
築
事
務
所
の

に

し

ま

し

ょ

う

。

案

が

最

適

で

あ

る

と

の

答

申

を

い

た

だ

一

廃

食

用

油

一

一

き

ま

し

た

。

「
ド
卜

L
Uド
仁

J

な
わ
、
建
設
警
貝
会
委
員
は
四
月
一

泊
も
水
の
汚
れ
の
も
と
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
の
洋
風
化
が
進
む
と
と
も
に
、
委
員
は
次
の
と
わ
り
で
す
(
敬
称
略
)

食
用
油
は
、
台
所
に
欠
か
せ
な
い
も
の
「
委
員
長
米
沢
忠
重
(
大
洲
)

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
使
~
副
委
員
長
小
泉
紘
文
(
八
多
喜
)

い
終
え
た
食
用
油
(
腐
食
用
油
)
の
処
一
委
員
金
野
福
夫
(
南
久
米
)
上
目
安

理
の
仕
方
が
、
環
境
保
全
の
面
か
ら
大
一
範
(
上
須
戒
)
幸
崎
猶
行
(
肱
北
)

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
一
J

白
石
丈
夫
(
肱
北
)
稲
葉
究
明
(
新
谷
)

た

。

一

…

(

〈

口

問

重

夫

(

大

川

)

尾

上

利

則

(

肱

廃
食
用
泊
や
食
べ
物
の
残
り
か
す
な
一
F

北
)
谷
本
永
年
(
平
野
)
楠
野
政
光

ど
を
、
流
し
に
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
、
(
八
多
喜
)
佐
々
木
瀧
雄
(
平
野
)

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
排
水
パ
イ
プ

U

袖
同
光
徳
(
新
谷
)
兵
頭
義
高
(
肱

や
下
水
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
困
と
な
り
p

北
)
谷
本
芳
夫
(
菅
田
)

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
川
や
海
を
汚
す
も
へ
ピ
エ
磁
畿
欝

と

に

も

な

り

ま

す

。

で

二

山

一

輪

食
用
油
を
使
う
と
き
や
捨
て
る
と
き
、
一
級
髄
輔
醐

に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
ま
「
…
…
…
J
輔
轄

し
よ
う
o

u

段
付
総

V
何
回
か
使
っ
た
食
用
油
は
、
最
後
に

tuz
十一

い
た
め
物
な
ど
に
使
い
、
使
い
き
る
よ
…
引
が

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

ヘ

ミ

V
捨
て
る
と
き
は
、
ボ
ロ
布
や
新
聞
紙
一

に
し
み
込
ま
せ
、
ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
す

J

M

か
、
庭
な
ど
に
埋
め
る
な
ど
の
工
夫
を
一
J

し
ま
し
ょ
う
。

…
欄 市

庁
舎
建
設
委
員
会

第
一
回
答
申
出
る

市序舎の完成予想モデル



地
方
税
法
の
改
正

(4) 

6
月
は
市
県
民
税

ずお

六
月
は
市
民
税
・
県
民
税
の
第
一
期
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

本
年
度
も
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お広報高い教養を身につける。

非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

昭
和
五
十
七
年
度
限
り
の
措
置
と
し

て
、
市
県
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
妻
と
子
供
二
人
を
扶
養
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
割
の
非

課
税
限
度
額
は
、
収
入
が
百
八
十
八
万

五
千
円
(
改
正
前
百
七
十
五
万
七
千
円
〕

に
な
り
ま
す
。

り
控
除
対
象
配
偶
者

ノ
く
、つ

お

よ

び

扶

養

親

族

を
所
得
者
と
生
討
を
一
に
す
る
配
偶
者

だ
ま
た
は
親
族
(
里
子
お
よ
び
養
護
老
人

時
を
含
み
ま
す
)
で
年
間
所
得
二
十
九
万

ふ
(
現
行
二
十
万
円
)
以
下
で
あ
れ
ば
、

康
一
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と

健
一
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
金
額
が
、
結
与
所
得
等

と
給
与
所
得
等
以
外
の
所
得
と
の
両
方

み
る
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
等
の
二
十
九
分
の
十
と
給

与
所
得
等
以
外
の
所
得
が
十
万
円
以
下

(
現
行
は
給
与
所
得
等
の
二
分
の
一
と
給

与
所
得
等
以
外
の
所
得
と
の
合
計
額
が

十
万
円
以
下
)
で
あ
れ
ば
、
控
除
対
象

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
さ
れ
ま
す
。

寡
夫
控
除
の
新
設

新
た
に
寡
夫
控
除
の
制
度
が
設
け
ら

れ
、
寡
婦
の
場
合
と
同
様
に
二
十
一
万

円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
要
件
と
し
て
、
次
の

い
ず
れ
に
も
あ
た
る
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

①
妻
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
て
か
ら
婚

姻
を
し
て
げ
な
い
こ
と
。
あ
る
い
は
、

妻
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

②
生
計
を
一
に
す
る
子
供
(
他
の
所
得

者
の
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族

に
な
っ
て
い
る
子
や
年
間
二
十
九
万

円
を
超
え
る
所
得
を
有
す
る
子
を
除

き
ま
す
)
が
あ
る
こ
と
。

③
年
間
所
得
金
額
が
三
百
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

の
第
-・・・圃・

期

自
主
石
年
者
控
除
の
対
象
者
で
な
い
こ
と
。

雑
損
控
除
の
拡
充

住
宅
や
家
財
に
災
室
円
盗
難
も
し
く

は
横
領
に
よ
り
、
損
失
を
受
け
た
場
合

に
損
失
お
よ
び
費
用
の
額
の
合
計
額
(

保
険
金
な
ど
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
を
除
く
)
の
う
ち
、
そ
の
人
の
年
間

所
得
金
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

部
分
の
金
額
は
雑
損
控
除
と
し
て
所
得

控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
よ
り
、
さ
ら
に
災
害
に
直
接
関

連
し
て
支
出
さ
れ
た
金
額
に
つ
い
て
の

み
控
除
額
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

支
出
額
が
年
間
所
得
金
額
の
十
パ
ー
セ

ン
ト
相
当
額
ま
た
は
五
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
金
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超

え
る
金
額
が
雑
損
控
除
額
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

市
県
民
税
の

計
算
の
し
く
み

市
民
税
・
県
民
税
と
も
税
額
は
、
昭

和
五
十
六
年
中
の
所
得
金
額
か
ら
所
得

控
除
を
し
た
み
と
の
金
額
(
課
税
標
準

額
)
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
を
乗
じ
た
金

額
に
均
等
割
額
を
加
え
た
額
で
す
。

(
年
税
額
)

日1
十1f市

川
二

× 

言車

税

基礎控除

配偶者控除
所前

年
中
の
所
得
金
額 × 

所

金

得

額

扶養控除

社会保険料控除

その他の控除

f号

控

除

E せ
④は市
2 、日
1制-
1嘉手ぎ
1 言果 k 
内市つ
線民い
2平%て
1 i系の
7まお
てミ間
2 0 しミ
7 合
8 わ

土
地
の
負
担
調
整
措
置
の
改
正

昭
和
五
十
七
年
基
準
年
度
評
価
替
に

伴
う
税
負
担
の
急
増
を
防
ぐ
た
め
、
昭

和
五
十
七
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
ま
で

各
年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
新

た
に
、
次
の
負
担
調
整
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土地に係る固定資産税の負担調整措置の改正

宅地等(農地以外) 自主 農 地

57主詑価額 負担調整率 iて 封 率 (565写7年議長評標価準芸員額 負担調整率k昇ヰ(5"6年課税標準額

L3倍以下のもの L10 L151音以ドのもの L05 

L3倍を超えL5倍以下のもの ユ15 L151音を主ZえL31音以 Fのもの L10 

L51音を超えL7倍以下のもの ユ20 1，3i音を超えL51音以下のもの L15 

1，71音を超えL9倍以下のもの ユ25 L5{吾を主主えるもの L20 

L91音を超えるもの L30 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
5



eE墨田翠盟国

~I 口約束はトラブルのもと

自媒介契約制度の活用を

二
つ
の
契
約
'
タ
イ
プ

一
一
十
日
か
ら
、
よ
り
、

業
者
に
仲
介
会
依
頼
す
る
場
合
は
、
問
鰍

宮
一
宮
2
1
1

4 
4 

国
民
年
金
の

保
険
料

免
除
規
定
が

あ
り
ま
す



ア
人
材
銀
行
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

ボ
ラ
こノ

(6) ず

中
央
公
民
館
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

設
置
さ
れ
、
全
域
的
な
公
民
館
と
し
て

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

親
し
ま
れ
る
公
民
館
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
H

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
材
銀
行
山
の
指
導
者
の
募

集
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

応
募
い
た
だ
き
、
登
録
を
完
了
い
た
し

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(
g
E
2
2こ
と

い
う
言
葉
に
は
「
自
ら
進
ん
で
任
務
に

つ
く
こ
と
を
申
し
出
る
人
。
有
志
。
し

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
ら
進
ん
で
だ
れ
か
の
た
め
に
、
報
酬

を
期
待
し
な
い
で
何
か
を
す
る
J
|
|
こ

れ
が
ボ
一
切
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
す
。

おお広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

フー

イ

11 

中
央
公
民
館
よ
り

11 

こ
の
よ
う
な
精
神
で
、
四
十
一
人
の

人
が
人
材
銀
行
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

人
材
銀
行
登
録
者

生
活
・
伝
承
・
文
化

長
見
徳
太
郎
(
林
業
・
庭
園
)
一
一
一
菩

植
木
照
子
(
郷
土
料
理
)
柚
木

小
西
定
行
(
ふ
る
さ
と
研
究
)
中
村

長
滝
陽
一
(
映
写
技
術
)
大
洲

久
保
田
春
子
(
郷
土
民
謡
)
大
洲

亀
旧
ツ
ヤ
子
(
郷
土
料
理
)
大
洲

森
川
寛
海
(
民
謡
)
中
村

ス
ポ
ー
ツ

大
原
生
作
(
剣
道
)
常
磐
町

人材銀行の活動をはじめた中央公民館

長
田
靖
彬
(
柔
道
)
常
磐
町

佐
伯
幸
一
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
田
口

谷
本
里
美
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
大
洲

河
合
一
二
郎
(
庭
球
)
出
口

井
川
輝
雄
(
卓
球
)
中
村

教
養
・
趣
味

菅
野
治
香
(
着
付
)
大
洲

石
井
長
八
郎
(
回
碁
)
柏
木

大
森
賢
一
二
庭
植
木
・
盆
栽
)
大
竹

丑
尾
鳳
秀
(
詩
吟
)
大
洲

上
杉
潤
(
洋
画
)
中
村

佐
坂
ミ
サ
ゴ
(
編
物
)
中
村

佐
伯
ヒ
ト
ミ
(
着
付
)
東
大
洲

小
野
政
尚
(
菊
作
り
)
大
洲

武
日
清
繁
(
園
芸
)
常
磐
町

中
島
清
(
囲
碁
)
大
洲

米
沢
丘
郎
(
川
柳
)
常
磐
町

古
森
博
(
落
語
)
大
洲

天
野
糸
枝
(
日
本
画
)
柚
木

矢
野
ハ
ツ
子
(
俳
句
)
西
大
洲

森
岡
清
子
(
着
付
)
大
洲

上
野
益
夫
(
囲
碁
・
将
棋
)
大
洲

山
田
幸
一
(
洋
画
)
丙
大
洲

山
下
香
(
着
付
)
大
洲

槍
田
良
(
謡
曲
)
大
洲

船
越
重
五
郎
(
将
棋
)
柏
木

山
口
親
緒
(
書
道
)
大
洲

渡
部
一
行
(
書
道
)
柚
木

大
場
美
智
子
(
着
付
)
常
磐
町

大
塚
鈴
子
(
編
物
)
若
宮

小
森
怒
美
子
(
ち
ぎ
り
絵
)
若
宮

渡
部
み
ね
子
(
生
花
)
柚
木

免
許
関
係

玉
木
一
二
二
川
魚
法
令
・
不
動
産
登

記
)
大
竹

澄
田
芙
美
恵
(
社
会
保
険
労
務
士
)
大

こ
の
人
材
銀
行
活
用
の
第
一
号
と
し

て
H

ち
ぎ
り
絵
H

の
サ
ー
ク
ル
活
動
を

行
い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
人
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

ち
ぎ
り
絵
講
座

開
講
口
毎
月
第
一
・
第
二
一
日
曜
日

上
寸
司
ヨ
寺
ο
1
7
1
2
土寸

ロμ

日

υ一
〈
‘
口
μ
q
J
ノ

ー

ノ

マ

よ

時

什

講
師
小
森
悠
美
子
さ
ん

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
度
よ
り
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
図
書
館
し
を
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肱
南
公
民
館
を
開
設

中
央
公
民
館
に
肱
南
公
民
館
が
併
設

さ
れ
ま
し
た
。

四
月
」
日
か
ら
州
大
洲
市
立
肱
南
公

民
館
ω

が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

肱
南
地
医
の
地
域
性
を
考
慮
し
、
充
実

し
た
公
民
館
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
、

種
々
な
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
、
肱
南
公
民
館
へ
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
尋
ね
は
:
:

宮
④
3
1
6
1

体
や
心
の
発
育
に

不
安
を
持
つ
幼
児
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん

心
身
障
害
児
の

就
学
相
談

子
供
が
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
育
っ
て

い
く
こ
と
は
、
親
と
し
て
誰
も
が
願
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い

ろ
な
原
因
で
、
障
害
を
持
っ
た
子
供
が

生
ま
れ
た
り
、
健
康
で
生
ま
れ
た
子
供

が
成
長
の
途
中
で
障
害
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
を
持
っ
た
ご

両
親
は
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
を
持
た
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
と
し
ま
し
で
は
、
こ
の
よ
う
に

心
や
体
の
発
育
に
不
安
を
持
つ
幼
児

の
保
護
者
を
対
象
と
し
、
子
供
さ
ん
の

就
学
の
こ
と
や
養
育
の
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
の
先
生
に
よ
る
相
談
会
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
会
場

7
月
2
日
(
金
)
松
山
市
立
東
雲
小

7
月
6
日
(
火
)
宇
和
町
宇
和
公
民
館

7
月
7
日
(
金
)
八
幡
浜
市
総
合
福
祉

文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
8

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
対
し
て
は
、

H
時
、
場
所
を
通
知
い
た
し
ま
す
c



調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
時

さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
商
屈
を
同

直
接
訪
問
し
、
調
査
票
を
記
入
し
て
い
叩

た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
問

い
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
食
底
の
う
ち
、
前

パ
l

・
酒
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
調
査
同
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
市

員
が
調
査
事
項
を
聞
き
と
り
、
調
査
票
間
政
に
対
し
て
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を

に
記
入
す
る
方
法
な
ど
で
行
い
ま
す
。
同
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
H

目
で
見
る

大
洲
市
で
も
、
約
四
十
人
の
調
査
員
向
市
政
教
室
H

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
て

が
調
書
室
持
っ
て
各
商
底
に
わ
伺
町
い
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
わ
願
市
実
施
期
間
四
月

1
翌
年
二
月

い
い
た
し
ま
す
o

h

実
施
日
毎
月
十
日
午
前
九
時
1
十

こ
の
調
査
は
、
個
人
の
秘
密
を
守
り
、
一
二
時
。
当
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

徴
税
な
ど
に
は
全
く
関
係
し
ま
せ
ん
の
一

で
、
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
官

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
吋

市
総
務
財
政
課
統
計
係
ま
で
。
官

る

宮

④

2
1
1
1内
線
2
0
8

明

ノ
に
、〉

-
J
H
K
誌
の
ψ
ゆ
伊
ゆ
@
ゆ
伊
ゆ
伊
砂
ゅ
の
切
。
ψ
。
伊
0
0
0
@
ゆ
伊
妙
。
ゆ
伊
の
ゅ
の
ゆ
ゆ
伊
旬
伊
ゆ
ψ
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
0
0
0
ψ
0
9
0
v
t
必
ゐ
ゆ
伊
の
切
の
伊
ゆ
ψ
。
0
0
0
砂
0
0
0
0
旬
。
v
o
v
ゆ
伊
ゆ
伊
0
0
0
ψ
0
0
ゆ
伊
ゆ
炉
。
ψ
ゆ
ψ
ゆ
ψ
の
伊
0
0
旬
伊
。

t
一

向

提

出

即

日

中

長

目

下

京

一

諮

問

問

は

で

は

、

差

別

は

し

か

た

の

な

い

こ

と

部

境
辺
説
明

T謙
譲

探

み

ん

な

の

し

あ

わ

せ

を

願

っ

て

だ

と

、

差

別

を

認

め

る

大

き

な

過

ち

を

市

一
相
議
E
P
5
0
i
p
o
i
p
o
ι
5

わ

か

し

て

い

る

の

で

す

。

向

詰
臨
時
謀
議

F
1、
生

き

て

い

る

偏

見

「

あ

な

た

の

体

の

中

に

こ

そ

委

主

非

一

時

歴

史

が

あ

る

。

L

と
指
摘
さ
れ
た
人
が
あ
却
ぺ

軒
高
あ
る
日
、
一
人
の
青
年
か
ら
ー
ー
ー
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
理
不
尽
な
差
り
ま
す
が
、
お
互
い
の
ご
の
問
題
と
の
明
ト

J

Z
「
私
が
部
落
(
「
被
差
別
部
落
」
「
同
和
地
引
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
出
会
い
を
確
か
め
、
そ
れ
が
、
ど
ん
な
間
二

て
一
時
区
)
出
身
だ
と
い
う
証
拠
を
み
せ
て
く

H

部
落
の
人
た
ち
は
何
か
ち
が
っ
て
形
で
残
っ
て
い
る
か
を
反
省
し
て
み
な
時
料

情
一
、
だ
さ
い
。
ど
こ
に
、
そ
の
証
拠
が
あ
る
い
る
~
部
落
の
人
は
こ
わ
い
ω

な

ど

と

、

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

昨

日

日

一

向

の

で

す

か

。

」

自

分

が

実

際

に

経

験

し

た

わ

け

で

も

な

一

人

一

人

の

基

本

的

人

権

が

大

切

に

叩

(

軒
高
「
私
が
部
落
出
身
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
い
の
に
(
伝
え
聞
き
で
何
の
証
拠
も
な
さ
れ
る
民
主
主
義
の
世
の
中
だ
と
い
わ
取
室

川
一
戸
差
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
く
)
同
和
地
区
の
人
々
に
対
し
て
も
つ
れ
な
が
ら
、
今
な
お
、
私
た
ち
の
暮
し
同
激

よ

一

明

か

。

」

て

い

る

こ

の

よ

う

な

意

識

や

感

情

は

、

の

中

に

根

強

く

生

き

て

い

る

偏

見

と

差

内

閣

一
昨
と
、
訴
え
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
も
生
き
続
け
て
い
で
差
別
と
な
っ
・
て
別
が
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
苦
し
め
て
向
叶

わ
一
副
確
か
に
、
制
度
上
の
身
分
差
別
は
、
現
わ
れ
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
苦
し
い
ま
す
。
こ
の
青
年
の
怒
り
は
、
こ
の
却
し
れ

均
一
明
治
四
年
の
解
放
令
に
よ
っ
て
な
く
な
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
と
に
対
す
る
、
人
間
と
し
て
の
や
む
却
も

明
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
の
現
実
と
こ
の
部
落
差
別
を
大
も
と
に
し
て
、
に
や
ま
れ
な
い
抗
議
だ
っ
た
の
で
す
。
的
自

問
し
て
、
今
な
わ
り
部
落
の
生
ま
れ
だ
ω

実

に

多

く

の

偏

見

が

差

別

と

結

び

つ

き

、

つ

づ

く

問

診

2
0
t
t
t
t
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
J
A
S
Z
J
t
t
t
2
J
0
3
t
t
K
2
t』
t
t
t
2
2
j占
2
2
t
3
2
3
S』
2
2出
制
。
討

ずおお広報

6月1日
現在で

実施

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

六
月
一
日
現
在
で
「
商
業
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
国
勢
調
査
と

も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商
庖

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
わ
よ

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
、
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
全
国
の
卸
売
業
・
小
売
業
お

よ
び
飲
食
屈
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の

商
庖
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
を
進
め
る
う
え
で

重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
く
の
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
商
庖
が

経
営
指
針
を
作
る
際
に
も
広
く
役
立
っ

て
い
ま
す
。

目
で
見
る
市
政
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

は
翌
日
。

申
し
込
み
毎
月
五
日
ま
で
に
市
長
公

室
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
原
則

と
し
て
、
十
名
以
上
の
団
体
と
し
ま

す。内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
長
公

室
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1内
線

2
0
3
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中
小
の
都
大
洲
の
夏
の
」
伎
を
色
ど
る
風
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

物
詩
H

ウ
飼
い
M

が
A
ブ

年

も

六

月

一

日

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

に
閉
幕
し
、
九
月
二
十
日
ま
で
続
け
ら
郵
政
省
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

れ

ま

す

。

に

し

て

、

生

命

保

険

お

よ

び

個

人

年

金

肱
川
の
心
地
よ
い
夜
風
を
受
け
、
ウ
忠
想
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
作
文
教

舟
と
遊
覧
舟
が
併
走
す
る
大
洲
な
ら
で
育
に
役
立
て
る
た
め
、
次
の
要
項
で
作

は
の
H

ウ
飼
い
ο

は
、
今
年
で
一
一
十
六
年
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

を
迎
え
、
観
光
大
洲
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
要
項

っ

て

い

ま

す

。

資

格

小

学

五

年

生

か

ら

中

学

一

一

-

年

生

夕
闇
の
せ
ま
る
頃
、
あ
か
あ
か
と
か
題
ア
、
課
題
(
簡
易
保
険
・
郵
便
年

が
り
火
を
舟
首
に
と
も
し
た
ウ
舟
が
あ
金
に
関
係
あ
る
も
の
)

ら
わ
れ
ま
す
。
黒
装
束
の
ウ
匠
の
あ
ざ
イ
、
自
由
題

や
か
な
手
綱
が
の
び
、
ウ
が
す
ば
や
い
枚
数
ア
、
小
学
生
四
百
字
詰
め
原

動
き
を
み
せ
ま
す
。
水
中
に
体
を
枕
め
、
稿
用
紙
三
一
枚
程
度

問
問
再
び
中
小
面
に
姿
を
出
し
た
時
に
は
、
そ
イ
、
中
学
生
山
1
六
枚

吋
の
日
ば
し
に
η

ア
ユ
N

を
く
わ
え
て
い
〆
切
六
月
一
二
十
日

お
る
|
上
人
洲
寺
勺
で
は
の
ぷ
ト
し
シ
ョ
l

発

表

十

月

始

で

す

。

応

募

先

近

く

の

郵

便

局

(

簡

易

郵

便

的

ご

家

族

で

、

気

の

合

っ

た

仲

間

と

、

局

を

除

き

ま

す

。

)

日
ま
た
、
職
場
で
い
か
が
で
す
か
。
そ
の
他
人
選
者
に
は
、
賞
状
、
賞
品

開
詳
し
く
は
、
大
洲
市
観
光
協
会
、
ま
を
、
応
募
者
に
参
加
賞
を
お
贈
り
し

た

は

市

商

工

観

光

課

へ

。

ま

す

。

観
光
協
会
宮
④
2
6
6
4

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ
お

市
観
光
課
E
2
1
1
1
内
線
2
2
5

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
c

亨
し
彰

Z
軍
事
w茸
w
事
常
事
砂
事
砂
事
。
事
切
事
U事
由
主
ω
苦
喜
三
括
主
主
S
葛
S
苦
事
J放
v
g世
W
S野
S
葛
怠
草
普
収
事
V耳
ヤ
事
S
W苛
S
副
主
位
w
g放
V
Z主
宰
J
U
V語
Z
望
書
ψ

事
ぷ
怯
w
g
草
事
宮
、
話
VUW習
中2

当
官
予
言
語
日
号
、
宇
U
Z
茸
w
耳
政
事
O
J
J
w
r
z
k
Fよ
G
K
Q
f
k
街全
z
z
h
k信
h
z
h
d
z
h
a
p
r
F
K
P
F
P
Kふ
信

r
p
k
k

V
子
供
は
、
長
男
の
弘
道
(
中
一
二
)
、

V
波
風
が
立
た
ず
、
平
穏
な
生
活
が
理

次
男
の
原
理
(
小
六
)
、
ご
一
男
の
方
信
想
で
す
。

(
小
五
)
と
男
ば
か
り
三
人
で
す
。

V
新
居
は
、
太
平
洋
岸
で
温
か
く
雪
な

ど
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

南
国
の
四
国
に
来
て
、
毎
年
、
雪
が
降

る
の
に
は
、
少
し
驚
き
ま
し
た
o

v冬
の
霧
は
、
少
し
重
た
い
感
じ
が
し

て
あ
ま
り
好
き
に
な
り
ま
せ
ん
。

V
住
ん
で
み
て
、
豊
か
な
縁
と
お
い
し

い
空
気
の
中
で
生
活
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
ね
。

(8) すおお広報l工、ろv-市民の， ~f 

端端端端謀

議離轟詰
堵帯探さ安楽
還を掛許証稽
域開院各務堵

弓当時事場

⑫ 
冬

の
雪

は
驚
き
ま
し
?こ

ろoト

V
静
岡
県
の
新
居
町
の
生
ま
れ
で
す
。

浜
名
湖
の
湖
畔
の
町
で
す
。
東
海
道
で

唯
一
つ
現
存
し
て
い
る
新
居
間
所
跡
が

あ
り
ま
す
。

V
主
人
(
全
昭
さ
ん
)
と
は
、
新
居
で

知
り
合
い
結
婚
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

静
岡
県
に
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十

市民の

新
谷
・
上
組

野
崎
志
げ
子
(
胡
歳

年
に
大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
主
人
の
大
洲
人
的
性
格
に
ひ
か
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

V
大
洲
の
第
一
印
象
は
、
静
か
な
街
・

ゆ
っ
た
り
し
た
所
と
い
う
感
じ
で
す
。

反
面
、
街
に
少
し
活
気
が
不
足
し
て
い

ま
す
ね
。

計量記念日6月 7日

新
刊
図
書
案
内

J 

伊

予

の

古

城

跡

長

山

源

雄

編

雑
学
お
も
し
ろ
読
本
日
本
社
編

人
類
は
地
球
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た

矢
追
純
一
著

忘
れ
た
こ
と
と
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
こ

と

江

藤

淳

著

行

政

改

革

島

恭

彦

・

他

編

日
本
国
憲
法
「
写
楽
」
編
集
部

非
行
老
年
の
す
す
め
土
岐
雄
三
著

学
校
を
変
え
る
力
稲
百
石
川
彦
著

産
業
の
こ
こ
ろ
シ
リ
ー
ズ
全
六
巻

P
H
P
研
究
所

図
録
生
活
史
事
典
全
三
巻
柏
書
房

ス

ギ

花

粉

症

斎

藤

洋

三

編

ジ

ャ

ズ

ダ

ン

ス

司

こ

の

み

著

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
和
大
辞
典
二

福
武
書
庖

筑
摩
書
房

世
界
古
典
文
学
全
集

基
本
図
書
目
録
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会

愛

の

目

録

尾

崎

秀

樹

恵

子

著

美

と

宗

教

の

発

見

梅

原

猛

著

不
如
婦
(
明
治
の
古
典
)
徳
富
士
底
花
著

閉
幕
の
ベ
ル
は
華
や
か
に
有
吉
佐
和
子
著

機

雷

光

岡

明

著

錦

繍

宮

本

輝

著

さ
よ
な
ら
ジ
ュ
ピ
タ
ー
上
・
下

小
松
左
京
著

夏
樹
静
子
著

倉

本

聡

著

瀬
戸
内
寂
聴
著

武
田
鉄
矢
著

水

上

勉

著

桜
田
常
久
他
♂

W
の
悲
劇

北
の
人
名
録

寂
聴
巡
礼

ふ
ら
れ
虫
が
ゆ
く

今
生
の
人
び
と

芥
川
賞
全
集
三



ず

vお年寄りと新入学児童の受通安全教室
4月10日、肱川の緑地公園で大洲ライオンズ
クラブが主催し、 150人が参加しお年寄りと新
入学児童の交通安全教育が聞かれました。

白バイによるブレーキテスト、人形が車には

ねられる様子を見て、 n車は急に止まれない H

ことを学んだあと、チピ y子は白バイに乗せて

もらい大喜びでした。

おお広報

h
p
受
通
安
全
を
祈
り

受
通
関
所
を
開
設

春
の
交
通
安
全
運
動
初
日
の
四
月
六
日
に
、
新
谷
の
国
道
五
十
六
号
線
沿
い

で
H

交
通
関
所
¥
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

関
所
代
官
に
酒
井
助
役
な
ど
が
な
り
、
ミ
ス
大
洲
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
通
行

手
形
や
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
子
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

(，f ろて〉市民の(;:1'. ろて〉市民の(9) 

が
趨

v八重桜の満開のもと
八多喜観桜会
八多喜の祇闇公園は八重桜の

名所として矢[!られています。 4

月19日、満開の八重桜のもとで
観桜会が開かれました。当 Hは
演芸会も聞かれ、終口にぎ、わい

を見せました。

企日浦地区に樹齢100年の山つつじ
rfiの花木に指定され、富士山にも数万本のつ

つじが植えられていますが、平野町平地の日浦

地医には、樹齢 100年以上の山つつじが群生し
ています。このつつじはノト山のようになってあ、

り、中央に広場がめり、土也氏の人々は花見や集

会に使っています。

C雪43 6 i i 〉詰中ι せ

へσ才fLフルヌレノム回イ〉、、

護議iまニ土

裂i長引門必費なななf fE 実7fカまししttこf-0 子
話芸，嬰率Ch賀iなK之ま三とi 、

bでる入きi。l 

}地調参fy!期しし日3こ刊e l 
警青年るk しf ι 
f軍出応在大る4 1 H 
持上角J神主公大げサ〈直刊J 「HA5ll5年年H 月vG 2 引H向78 t l 1 

晶凶yLま2しす生i。t 、

ためYるスレノデムィレノ 要仲矢牛ホ身一けなJを接支h 丙〉lf l 
l均必一fめ円む主をるL家〈主」1 ー、
fJ洲畦l〉市ててどし4k 寸3丈6 : 、f 守
参加せんかしま Jアスクレイレ

雨
の
多
い
季
節
で
す

ブ
レ
ー
キ
、
タ
イ
ヤ
、
ワ
イ
パ
ー

な
ど
の
整
備
は
充
分
で
す
か
。

4月末までの

大洲市内の交通事故

5 I j末 日l' q: 
fJ!_干+:/jjJ 期j

件数 39 48 

負傷-Ii 59 60 

死者 1 。



むし歯予防は¥まず歯みがきから。

心
身
の
健
康
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
に
あ
る
歯
ー
ー
そ
の
歯
を
い
つ
ま

で
も
丈
夫
に
保
つ
に
は
、
む
し
甫
や
歯

周
疾
患
(
い
わ
ゆ
る
歯
そ
う
の
う
ろ
う
)

と
い
っ
た
歯
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
、
ふ
だ
ん
か
ら
歯
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

歯
の
N

健
康
保
持
u

は
ま
ず
む
し
歯

予
防
か
ら
1
ー
と
い
う
こ
と
か
ら
六
(

む
)
月
間
(
し
)
日
か
ら
一
週
間
「
衡

の
衛
生
週
間
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
子
供
の
場
合
、
粛
の
良
し
悪

し
は
、
心
身
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
子
供
の
歯
は
、
歯
震
が
薄

い
の
で
、
む
し
歯
に
な
っ
て
も
治
療
が

し
に
く
く
、
そ
の
上
治
療
を
怖
が
る
な

ど
や
っ
か
い
な
面
が
あ
る
の
で
、
ふ
だ

ん
の
予
防
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

予
防
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
歯
を
み

が
く
こ
と
で
す
。
最
初
は
チ
供
も
い
や

が
り
、
多
少
め
ん
ど
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
習
慣
や
つ
け
て
し
ま
え
ば
な
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

母
さ
ん
が
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

正
し
い
手
本
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

(12) 

乳
幼
児

健

おおず

圭今
ロ.... 

実

施

日

該

当

者

6
月
1
日
(
火
)
昭
和
町
年
2
月
生
※

6
月
8
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生
※

6
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生
※

6
月
口
日
(
木
)
昭
和
田
年
日
月
生

6
月
辺
日
(
火
)
昭
和
M
年
5
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

一
受
付
時
間
口
時
泊
分
ー
は
時

一
実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

せ一

婦
人
集
団
検
診

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

な
ど
)

実

施

日

場

所

6
月
9
日
(
水
)

6
月
刊
日
(
木
)

6
月
日
日
(
金
)

広報Lコお知せレコし

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

車歪にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 6月 8日

6月21日

ところ 市役所第二会議室

砂人権相談

とき 6月21日 13時一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 6月 1日

6月10日

6月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 6月24日 10時一15日寺

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電話で相談して

ください o fi④ 3794 (玉木)

惨社会保険相談

と き 6月21口 10時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山社会保険事務所

惨不動産相談

と き 6月15日 9 日寺 ~16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

が|支部(常磐田H楠フジエ夕、内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大抄[，/隣保館(東大洲宮④6100)

大iH/福祉会館(新谷E⑤ 0947)

相談内容.住民福祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

おせ』っお知

f呆大
健 iH/
ク七市

三民
"/ b 、

J~ 
宣古

10日寺一15日寺

ク

検
診
内
容
(
)
は
料
金

-
L
J
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)

初
歳
以
上
の
婦
人

・
乳
が
ん
検
診
(
二
百
円
)

児
歳
以
上
の
婦
人

・
貧
血
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定

(
無
料
)
四
歳
以
k
の
婦
人

受

付

日

時

l
H
時

よ
い
は
で
よ
く
か
み

よ
い
か
ら
だ

歯《

全員
f窮 4
d生巳
;週 1)O
間日

13時一16日寺

イ〉

7 6 6 6 6 
月月月月月
4 27 20 13 6 
日日日目白

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

正豆?

丸;4

金

一

封

五

郎

村

田

栄

敏

金

一

封

喜

多

山

林

勢

輝

雄

金

一

封

北

只

村

中

福

義

金

一

封

野

佐

来

井

上

広

幸

金

一

封

中

村

高

藤

弥

三

枝

金
一
封
菅
田
町
矢
野
之
一

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

6
月
1
日
j

ι
k
w

ワ
B

Je世
水
道
週
間

水
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
大
洲
は
肱

川
が
流
れ
て
い
る
の
で
H

水
不
足
u

の

心
配
は
な
い
と
い
っ
て
、
貴
重
な
水
を

無
駄
使
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
機

会
に
わ
た
し
た
ち
に
水
を
運
ん
で
く
れ

る
H

水
道
u

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょう。休日の漏水修理
ま茸当番業者F=] R

凡

4-5968 成田水道厄6月6円

6-0537 久保水道庖6月13日

4-4410 佐藤水道庖6月20日

4-6232 

5-0901 

清水水道商会

庖商田J竜

6月27日

7月4日

ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
:
:
:
六
月
の
花

嫁
。
六
月
に
結
婚
す
る
と
幸
せ
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
の
第
二
の
旅
立
ち
で
す
。
盛
大

に
祝
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
要
は
二

人
の
問
題
で
す
の
で
、
実
質
本
位
の
結

婚
式
に
し
た
い
も
の
で
す
。
(
や
)
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